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今
年
４
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ク
ラ
ス
タ
ー
（
集
団
感
染
）
が
発
生
し
た

老
人
保
健
施
設
「
茨ば

ら
と戸
ア
カ
シ
ア
ハ
イ

ツ
」（
北
海
道
札
幌
市
）。
７
月
３
日
に
終

息
宣
言
が
出
さ
れ
た
が
、
一
時
は
看
護
師

不
在
と
い
う
危
機
的
状
況
だ
っ
た
。

そ
ん
な
ア
カ
シ
ア
ハ
イ
ツ
に
東
京
か
ら

駆
け
付
け
て
、
支
援
に
入
っ
た
看
護
師
、

金
澤
絵
里
さ
ん
に
話
を
聞
い
た
。

（
聞
き
手
・
吉
田
千
亜
）

東
日
本
大
震
災
が
転
機
に

２
０
１
１
年
、
ア
メ
リ
カ
で
看
護
師
の

研
修
を
受
け
て
い
た
金
澤
絵
里
さ
ん
は
、

３
月
１
日
、
北
海
道
に
住
む
妹
の
出
産
の

手
伝
い
で
帰
国
。
そ
の
10
日
後
、
東
日
本

大
震
災
が
起
き
た
。
震
度
５
強
の
地
震

と
、
東
北
沿
岸
部
の
被
害
を
目
の
当
た
り

に
し
て
「
困
っ
て
い
る
人
の
た
め
に
役
に

立
ち
た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

２
０
１
３
年
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
ア
フ

リ
カ
へ
。
そ
こ
で
の
経
験
か
ら
公
衆
衛

生
を
学
ば
な
け
れ
ば
と
思
い
、
日
本
で

派
遣
の
仕
事
を
し
な
が
ら
資
金
を
貯
め
、

２
０
１
６
年
タ
イ
の
大
学
で
公
衆
衛
生
の

マ
ス
タ
ー
（
修
士
）
を
取
っ
た
。
そ
の

後
、
僻
地
や
地
域
医
療
を
学
ぶ
た
め
、
礼

文
島
、
浜
頓
別
町
、
余
市
町
な
ど
で
仕
事

を
し
た
。

２
０
１
８
年
３
月
に
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｍ
―

Ｎ
Ｅ
Ｔ
（
イ
ラ
ク
で
小
児
が
ん
の
子
ど

も
や
難
民
の
支
援
を
す
る
団
体
）
の
現

地
駐
在
員
と
し
て
１
年
間
勤
務
。
そ
の

後
、
６
５
０
床
の
病
院
を
建
て
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
、
看
護
部
立
ち
上
げ
の
た
め

２
０
１
９
年
３
月
か
ら
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ

シ
ュ
で
働
い
て
い
た
。
し
か
し
、
今
年
３

月
24
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
受

け
、
日
本
へ
緊
急
帰
国
し
た
。

ま
だ
感
染
が
少
な
か
っ
た
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
か
ら
の
帰
国
は
比
較
的
ス
ム
ー

ズ
で
、
空
港
か
ら
実
家
の
あ
る
秋
田
県

へ
。
自
分
自
身
を
２
週
間
隔
離
し
、
実
家

に
戻
っ
て
在
宅
ワ
ー
ク
を
し
て
い
た
頃
、

防
衛
省
の
ホ
テ
ル
で
検
疫
の
看
護
師
を
募

集
し
て
い
る
こ
と
を
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ナ
ー
ス
の
会
」
の
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で

知
っ
た
。
優
先
度
が
高
い
の
は
新
型
コ
ロ

ナ
だ
と
考
え
、
働
く
こ
と
を
決
め
た
。

ア
カ
シ
ア
ハ
イ
ツ
の
支
援
へ

感
染
が
拡
大
し
続
け
て
い
た
４
月
24
日

か
ら
東
京
市
ヶ
谷
の
ホ
テ
ル
で
の
検
疫
業

務
に
２
週
間
従
事
。
今
度
は
同
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
に
、
北
海
道
の
老
健
「
茨
戸
ア

カ
シ
ア
ハ
イ
ツ
」
で
看
護
師
急
募
と
あ

り
、
５
月
８
日
か
ら
は
そ
こ
で
働
き
始
め

た
。
そ
の
頃
の
ア
カ
シ
ア
ハ
イ
ツ
は
、
戦

場
の
よ
う
だ
っ
た
。
４
月
28
日
に
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
の
「
ク
ラ
ス
タ
ー
」
と
認
定
さ

れ
、
30
日
に
は
入
所
者
２
名
が
施
設
内
で

死
亡
し
て
い
た
。
５
月
１
日
時
点
で
入
所

者
40
名
、
職
員
10
名
の
陽
性
が
判
明
。
５

月
２
日
に
は
、
看
護
師
が
ゼ
ロ
に
な
り

（
通
常
は
10
名
以
上
）、
１
０
０
人
も
の
入

所
者
の
ケ
ア
を
数
少
な
い
介
護
職
員
、
相

談
員
ス
タ
ッ
フ
、
リ
ハ
ビ
リ
職
員
で
行
な

い
、
応
援
の
医
師
や
看
護
師
が
入
っ
た
後

も
、
職
員
の
陽
性
者
は
増
え
て
い
っ
た
。

介
護
職
員
は
夜
勤
続
き
。
家
に
帰
れ

ず
、
車
で
寝
泊
ま
り
す
る
ス
タ
ッ
フ
も
い

た
。
ア
カ
シ
ア
ハ
イ
ツ
に
関
す
る
報
道
が

過
熱
す
る
と
、
応
援
看
護
師
に
対
す
る
タ

ク
シ
ー
の
乗
車
拒
否
も
起
き
た
。
５
月
８

日
に
は
、
入
所
者
54
名
が
陽
性
に
な
っ
て

い
た
。

外
部
か
ら
の
応
援
看
護
師
４
名
で
、
日

勤
・
夜
勤
・
明
け
・
休
み
の
シ
フ
ト
を
繰

り
返
す
中
、
看
護
師
１
名
が
陽
性
と
な
っ

た
が
、
18
日
ま
で
追
加
要
員
は
な
か
っ

た
。
感
染
防
護
の
た
め
、
２
階
を
陽
性

者
、
１
階
を
陰
性
者
と
分
け
て
い
た
が
、

看
護
師
１
名
し
か
配
置
で
き
な
い
夜
間

は
、
２
階
と
１
階
を
行
き
来
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
休
憩
に
入
る
ま
で
８
時
間
、

防
護
服
で
勤
務
し
続
け
た
。

入
所
者
全
員
の
検
温
、
酸
素
飽
和
度
の

測
定
を
１
日
２
回
。
発
熱
の
あ
る
人
に
は

カ
ロ
ナ
ー
ル
（
内
服
・
座
薬
）
の
対
応
。

食
事
の
経
口
摂
取
が
で
き
な
い
入
所
者
に

は
点
滴
投
与
。
環
境
変
化
に
伴
う
認
知
症

悪
化
、
点
滴
の
自
己
抜
去
リ
ス
ク
な
ど
に

も
対
応
す
る
。
元
気
そ
う
に
見
え
る
人
で

も
酸
素
飽
和
度
が
低
下
し
、
酸
素
を
投
与

し
て
も
数
時
間
で
急
変
す
る
こ
と
も
あ
っ
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浮
か
び
上
が
る

不
安
と
課
題

▲前列左から２人目が金澤さん

た
。病

院
へ
の
搬
送
は
で
き
ず
、
施
設
内

で
看
取
り
、
保
健
所
か
ら
届
け
ら
れ
た

納
体
袋
に
ご
遺
体
を
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
搬
送
の
必
要
を
訴
え
続

け
た
が
叶
わ
ず
、
４
月
30
日
か
ら
５
月

15
日
ま
で
に
11
名
が
施
設
内
で
死
亡
。

「
入
所
者
さ
ん
た
ち
は
見
捨
て
ら
れ
た
」

と
、
悔
し
さ
や
申
し
訳
な
さ
を
抱
え
て

介
護
職
員
と
泣
き
な
が
ら
看
取
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
。
こ
こ
で
割
り
切
れ
て
し

ま
っ
た
ら
、
看
護
師
と
し
て
お
し
ま
い

だ
と
金
澤
さ
ん
は
考
え
て
い
る
。

対
感
染
症
の
シ
ス
テ
ム
確
立
を

５
月
16
日
、
よ
う
や
く
施
設
対
策
本

部
が
設
置
さ
れ
た
（
北
海
道
、
札
幌

市
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
施
設
法
人
）。
26
名

の
入
所
者
の
病
院
搬
送
を
し
、
５
月
後

半
に
は
入
浴
を
再
開
、
食
事
も
１
日
３

回
に
戻
り
、
老
健
と
し
て
の
機
能
が
戻

り
つ
つ
あ
っ
た
。
最
終
的
に
入
所
者
の

陽
性
者
は
71
名
、
職
員
21
名
（
５
月
22

日
ま
で
）
に
増
え
、
陽
性
者
が
ゼ
ロ
に

な
っ
た
の
は
６
月
17
日
だ
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
が
回
ら
な
い
の
も

確
か
に
問
題
だ
が
、
僻
地
の
医
療
体

制
を
知
る
金
澤
さ
ん
は
、「
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
よ
る
感
染
拡
大
を

懸
念
す
る
。
医
療
崩
壊
が
起
き
る
と
、

ア
カ
シ
ア
ハ
イ
ツ
の
よ
う
に
介
護
施
設

で
の
看
取
り
が
再
び
起
き
て
し
ま
う
。

金
澤
さ
ん
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
恐
ろ

し
さ
を
痛
感
し
、
日
常
生
活
に
細
心
の

注
意
を
払
い
な
が
ら
看
護
に
当
た
っ
て

い
た
。
ア
カ
シ
ア
ハ
イ
ツ
で
の
出
来

事
を
「
仕
方
が
な
い
と
は
思
え
な
い
。

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
」
と

い
う
。
こ
う
い
っ
た
感
染
症
に
対
応

す
る
訓
練
や
、
シ
ス
テ
ム
確
立
の
必
要

性
を
金
澤
さ
ん
は
実
感
し
て
い
る
。
今

後
、
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
す
べ
く

検
証
が
必
要
だ
。

〝
老
健
ク
ラ
ス
タ
ー
〞の
現
場
で

「
泣
き
な
が
ら
看
取
っ
た
」

８
月
27
日
、
南
相
馬
市
の
特
定

避
難
勧
奨
地
点
の
人
々
が
提
起
し

た
20
㍉
撤
回
訴
訟
（
南
相
馬
・
避

難
20
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
基
準
撤
回

訴
訟
）
が
結
審
を
迎
え
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
に
始
ま
り
、
18
回
目

の
期
日
で
し
た
。

原
告
の
人
た
ち
は
裁
判
の
度
に

早
朝
、
南
相
馬
市
を
出
て
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
東
京
地
裁
に
通
い
続
け

て
き
ま
し
た
。
こ
の
問
題
に
注
目

し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
か
ら
、

福
島
県
内
で
は
な
く
、
あ
え
て
東

京
地
方
裁
判
所
に
提
訴
し
た
の
で

す
。原

告
は
、
２
０
１
４
年
12
月
28

日
に
避
難
指
示
を
解
除
さ
れ
た
こ

と
に
反
対
し
、
年
間
20
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
を
基
準
と
し
た
避
難
勧
奨
や

避
難
指
示
の
解
除
は
あ
り
え
な

い
。
福
島
に
強
い
ら
れ
て
い
る
20

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
を
世
界
基
準
の
引

き
上
げ
に
利
用
さ
せ
て
は
い
け
な

い
―
と
、
闘
っ
て
き
ま
し
た
。

除
染
土
で
野
菜
を
栽
培

そ
の
思
い
を
踏
み
に
じ
る
か
の

よ
う
に
、
現
在
、
飯
舘
村
で
行
な

わ
れ
て
い
る
除
染
土
を
農
地
造
成

に
使
う
環
境
省
の
実
証
実
験
で
、

汚
染
さ
れ
て
い
な
い
土
で
覆
う
こ

と
な
く
、
直
接
野
菜
の
栽
培
を
す

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た

（
８
月
８
日
報
道
に
よ
る
）。

本
件
に
つ
い
て
は
、
さ
る
５
月

１
日
に
小
泉
進
次
郎
環
境
大
臣
が

「
食
用
作
物
の
試
験
栽
培
も
実
施

す
る
」
と
記
者
会
見
で
発
言
（
そ

も
そ
も
花
や
資
源
作
物
の
栽
培
だ

け
と
さ
れ
て
い
た
）。

そ
れ
に
驚
い
た
龍
谷
大
学
政
策

学
部
の
大
島
堅
一
教
授
が
、
行
政

文
書
の
開
示
請
求
を
し
た
こ
と

で
、
覆
土
な
し
で
の
野
菜
栽
培
が

秘
密
裏
に
計
画
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
わ
か
っ
た
の
で
す
。
つ
ま
り
、

「
汚
染
土
で
の
農
業
実
証
実
験
」

で
す
。

地
元
の
要
望
？

こ
れ
を
受
け
て
、
８
月
19
日
に

は
超
党
派
の
議
員
連
盟
「
原
発
ゼ

ロ
の
会
」
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
が

行
な
わ
れ
、「
経
緯
の
説
明
が
不

十
分
」「
方
向
転
換
な
の
か
」
と

厳
し
い
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
環
境
省
は
「
方
向
転
換

で
は
な
い
」
と
言
い
、
一
貫
し
て

「
地
元
の
要
望
」
と
言
い
続
け
て

い
ま
す
。
隠
れ
蓑
の
よ
う
に
使
わ

れ
る
「
地
元
の
要
望
」
と
い
う
言

葉
。
し
か
し
、「
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
状
況
で
の
地
元
の
要
望
か
」

と
い
う
問
い
に
は
、
明
確
な
回
答

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

「
除
染
電
離
則
（
除
染
な
ど
に

従
事
す
る
人
々
の
放
射
線
防
護
の

法
律
）
は
適
用
さ
れ
な
い
の
か
」

と
い
う
質
問
も
あ
り
ま
し
た
が
、

環
境
省
は
「
適
用
さ
れ
な
い
」
と

回
答
。
住
民
や
農
業
従
事
者
が
被

ば
く
か
ら
守
ら
れ
な
い
避
難
指
示

解
除
や
農
業
実
証
実
験
は
、
本
来

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

２
０
１
１
年
か
ら
一
貫
し
て
20

㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
基
準
の
撤
回
を
求

め
て
き
た
南
相
馬
市
の
原
告
の

方
々
の
姿
に
は
、
初
心
を
思
い
出

さ
せ
ら
れ
ま
す
。
一
方
、
声
を
上

げ
る
被
害
者
の
数
が
少
な
い
地
域

で
、
国
は
強
引
な
政
策
を
進
め
、

事
故
の
幕
引
き
を
は
か
っ
て
い
る

こ
と
も
感
じ
ま
す
。

安
倍
首
相
が
辞
任
し
て
も
、
原

発
事
故
処
理
に
か
か
る
問
題
は
、

引
き
続
き
大
き
な
課
題
。
私
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
注
視
し
て
、
声
を

上
げ
続
け
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

（
吉
田
千
亜
）

強引な避難指示解除　除染土による「農業実証実験」
これ以上被ばくさせるな！


